



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































44　﹃葉隠︵上︶ ﹄六五頁45　﹃葉隠︵下︶ ﹄二九頁46　﹃葉隠︵上︶ ﹄一〇九頁47　常朝自身の半生談や過去談に出てくる諸々の役目としては、
御小姓役、
御書物
役、
京都役、
等がある。 ︵
聞書一
・
一二
︶ ︵
聞書一
・
一九五
︶ ︵
聞書二
・
二五
︶ ︵
聞書二・
一四〇︶などを参照。
一三
﹃葉隠﹄の本質をどう捉え、どう批判するか
 ―﹃葉隠﹄の歴史的倫理的評価について︵その二︶―
武士道や葉隠精神と対峙することによ�て、
おのが気質のル�ツを探
り当て、
内的心情のい�そう深い基底から共鳴・
同調するにいた�て
いる。
私の思うに、
彼は、
対決を企図しつつ出発しながら、
きびしい
思想的格闘をつうじて、
相手の大きな懐のうちに取り込まれた、
とい
うのが真実なのである。
たしかに﹁
対決
﹂
は目ざされた、
しかし、
結
果的に﹁
対決
﹂
は挫折し、
敵方に包摂・
収容された。
厳しいかもしれ
ないが、
これが私の率直な評価である。
武士や武士道にたいする批判
的言辞がきわめて少ないこと
むしろそれらについての肯定的評価や
理論的正当化が主流にな�ていることが それをよく表わしている。
では、武士道との対決というとき、なにが必要なのであろうか。それは他でもなく、
武士や武士道が自らのうちにも�ていない倫理
や価値観である。
すでに武士道精神のうちに存在する価値観や道徳性
の観点からは、
武士道の中身を適切に客観化もできなければ、
まして
批判できようはずもない。
武士的気質を潜在的にもつ者は、
武士的気
質やそ 社会的風潮に共感したり同調したりする傾向がつよく
しか
るべき距離をと�てそれらを理性的に分析したり反省したりすることは不得手である。
対決すべき対象を前にして必要なのは、
当の対象と
は別の気質・
道徳性・
価値観であり、
その﹁
外の視点
﹂
があ�てこそ、
真の意味での対決が可能になるだろう。
同調や迎合のためには﹁
内の
視点
﹂
があればよい。
だが、
誠実に﹁
対決
﹂
を志すのであれば、 ﹁
外
の視点﹂を獲得し導入すべき ある。
葉隠を含む日本の武士道を評価するにあた�ての﹁
外の視点
﹂
とは、
具体的にいえば、
人権、
生命の尊厳、
自由、
平等などの、
より普遍的
な人類的価値である。
それらはたしかに西洋近代以降発生し形成・
彫
琢された、
西洋出自の価値観ではあるが、
いまや封建的倫理や非人間
主義的倫理、
反民主主義的倫理と対置されて、
過去の諸倫理を凌駕す
るだけの歴史的成果や社会的実績を明らかに示している。 ﹃
葉隠
﹄
が
などという表現が指し示している、
武士の道徳的気質なるものの解明
を、自著の目的として掲げたのである。
武士への﹁
郷愁
﹂
と﹁
落ち着かなさ
﹂
という両価感情は、
相良だけ
でなく、
現代日本人の多くの心情でもあるかもしれない。
かくいう私
の内面にも存在している。
彼がその曖昧さを実感し、
その思想的理由
に明確な形を与えたい、
という切実な動機は理解できる。
それをはた
すべく、
武士との対決、
武士道との対決を試みたこと、
そして彼なり
のその理論的成果が﹃
武士道
﹄
という書物に結実したことは、
たしか
に認められてよい。 ﹃
武士道
﹄
という著作には、 ﹃
甲陽軍鑑
﹄
や﹃
山鹿
語類﹄に関 る多くの引用
・
言及があるにしても、その中心は﹃葉隠﹄
におかれており、
武士道との対決は事実上、
葉隠武士道との対決だ、
とい�ても言い過ぎではな
それにしても、 ﹃
葉隠
﹄
の記述と相良
によるその分析を紹介した、 ︵
二
・
二
︶
から︵
二
・
五
︶
にいたる上述し
た諸内容は、 ﹃
葉隠
﹄
の中に含まれる錯綜した葛藤・
矛盾・
両義性を
解き明かしたも であり、
一筋縄では捉えられないこの書の多面性や
豊かさを浮かびあがらせたという点で
相良の炯眼な分析力や論述力
を私は高く評価 て る。
だが、
私には強い疑義がある。
高らかに武士道との対決を謳�た相
良は、
言葉の厳密な意味で、
ほんとうに﹁
対決
﹂
しえたのか、
という
疑義である。﹁
ありのまま
﹂
をよしとし、 ﹁
名と恥
﹂
の尊重に生き、 ﹁
死の覚悟
﹂
を貫き、 ﹁閑かな強み﹂を重視し、 ﹁卓爾とした独立﹂を堅持しつづける、武士の基本姿勢およびその道徳的気質を相良は取り出し、
それらに強
く共感した。
51
おそらくはもともと武士的気質を分有していた相良は、
51　
武士のうちにある、
ここで挙げた﹁
ありのまま
﹂ ﹁
名と恥
﹂ ﹁
死の覚悟
﹂ ﹁
閑か
な強み
﹂ ﹁
卓爾とした独立
﹂
という五つの基本的な構えは、
そのまま﹃
武士道
﹄
と
いう書を構成する五章 タイトルとな�ている。
一四
鹿児島県立短期大学紀要
　
第六五号︵二〇一四︶
くりかえし語る、
自己と他者の生命の軽視、
権力と法令の制約下にあ
る主従関係や身分制︵
およびその下での現実的な不自由と不平等
︶
の
堅持などは、
武士気質および武士道倫理の真髄であろう。
逆にいえば、
今日の基本的な諸価値の対極にあるものであ�て、
それらの価値の歴
史的意義を解しない者には、
武士道に対する批判、
武士道との対決は
絵に描いた餅にすぎ いであろう。
相良が﹁
対決
﹂
を言うとき、
今日重視されるようにな�た上記の基
本的価値への言及はま�たくなく、
批判や対決の観点もま�たく語ら
れないのである。
彼はおそらくこうした基本的価値をそれほど重大な
ものだと把握していないのではないか、
とさえ感じる。
主従のモラル
には興味がない、
という表現に接するかぎり
主従道徳の前近代性、
この道徳 現代で 非通用性、
などの見解をも�ていることは察せら
れるが、
なぜそれが排斥さるべきか、
の思想史的な論拠は示されてい
ないのである。
もちろん、 ﹃
葉隠
﹄
と向かい合うとき、
人権・
自由・
平等の価値観
を片手にもち、
それらを基準にこの書物の欠陥をあげつらい、
近現代
の立場から思想的な批判と裁断の作業をすればよい、
と言うつもりは
毛頭ない。
あくまで葉隠全体を貫く武士気質と武士道精神の内奥に入
り込み、
それについての徹底した内在的理解が優先されるべきである。
そして、
それにもとづく公正な内在的評価を追究する必要があること
はもちろんである。
だが、
現代では現代にふさわしい対決が求められ
る。
過去の思想書も、
現代的視点をぬきに読まれてよいわけではない。
相良のいう
﹁対決﹂
を敢行するのであれば、
過去の基本的価値
︵ ﹃葉隠﹄
では、
封建的な武士気質や主従道徳
︶
と現代の基本的価値との異同に
たいして、
しかもその異同の根拠や背景について、
も�と敏感でなけ
ればならない。
当時の武士気質や武士道精神の受容と解釈、
それらに
対する深き共感や主観的な再評価だけに終わ�てはならないのである。
